
4月７日
なお，定員に満たない場合は，後日追加募集する場合があります。

受講生募集！

山口県立大学開講

・国際的な教養や行動力を身に付けるためには「地域に出て実践的な学びを行う」こ
とが必要です。地域での学びのひとつであるフィールドワークの手法に着目し、その倫
理的・理論的・実践的 な課題を理解し、実際に地域に出かけて地域住民と交流する
ための基礎的な知識・態度・行動 力を育むことを目的とした授業です。
・詳細はシラバスをご確認ください。

授業時間： 2023年度 前期 木曜日 ７・８時限（4月13日～）
場 所： 共通教育棟 15番教室

山口大学の共通教育棟の教室で，山口県立大学の授業を配信します。
共通教育棟 15番教室 で開講します。

申込希望者は，下記の内容をご連絡ください。
申込先：ga110@yamaguchi-u.ac.jp
申込内容：①学部 ②学籍番号 ③氏名
自身で履修登録をしていただいて，直接教室に来ていただいても構いません。

問い合わせ先：山口大学教育連携係 083-933-5233 ga110@yamaguchi-u.ac.jp

地域学 授業内容

授業時間・場所

受講方法

受講申込締切

受講申込方法

（Yu-DXプログラム選択必修科目）

地域学

山口大学は，山口県立大学，山口学芸大学とともに，大学等連携推進法人「一般社団法人
やまぐち共創大学コンソーシアム」を立ち上げました。その第1歩として，山口県立大学の
授業を地域学（国際文化実践論）を連携開設科目として，開講します。
また，この授業は，令和5年度から開始する，Yu-DXプログラムの一部となっており，
別に定める修了要件をクリアすることにより，Yu-DXプログラムを修了することもできま
す。（Yu-DXプログラムの詳細は，別紙をご確認ください。）

シラバスはこちらからも
確認できます！



地域学の授業内容等

授業概要
教養や行動力を身に付けるためには「地域に出て実践的な学びを行う」ことが必要となる。地域での学
びのひとつであるフィールドワークの手法に着目し、その倫理的・理論的・実践的な課題を理解し、実
際に地域に出かけて地域住民と交流するための基礎的な知識・態度・行動力を育むことを目的とする。

授業目的 教養や行動力の基礎力となる「地域に出て実践的な学びを行う」ためのフィールドワークの基礎的知識とスキ
ルを理解しており、地域の特性や特色を理解し、自ら課題を抽出できる力が身についている。

授業計画

第1回
4/13 オリエンテーション

授業の目的を理解し、授業の進行について理解する。
成績評価ルーブリックについて説明する。
2回目の授業の事前課題について説明する。

第2回
4/20

フィールドワークを通して地域課題を発
見、課題解決のアイデアを出す

フィールドワークの理論と実践について知り、フィールドワークを通して身近
な地域課題を発見し、課題解決に向けたアイデアを出しているモデルや事例に
ついてみていく。

第3回
4/27 社会調査の手法について 社会調査の理論と実践について知り、参与観察、聞き取り、フィールドノート

の取り方、見聞きしたことをデータ化して分析する方法について学ぶ。

第4回
5/11 量的調査と質的調査について フィールドワークには「方法」があることを学ぶ。質的調査、量的調査の長所、

短所などを学ぶ。

第5回
5/18 事前調査について フィールドワークに出る前に文献を読み、予備知識を得る必要性について学ぶ。

実際に文献を読む。

第6回
5/25

データサイエンスの観点から地域課題を
分析する

地域の諸課題についてデータを使って問題を深く追求したり、データを収集・
分析してエビエンスをみつける方法、デジタルトランスフォーメーションを
使って課題解決を考える方法等について学ぶ。

第7回
6/1

グローバルな視点とローカルな視点から
課題について捉える

地域特有の課題には様々な歴史的・地理的・文化的要因があると同時に、現代
社会や国際社会に共通する諸課題とも関係づけて考察する必要があることにつ
いて学ぶ。

第8回
6/8 地域の課題について考える（１）

山口県庁から「県の総合計画上の課題（全体像）」についての講義。課題の要
因分析シートに記入しながら講義を聞く。
類似の課題解決に向けた国内外の先進事例をいくつか調べてシートに記入して
くる。

第9回
6/15 地域の課題について考える（２）

山口市役所から「市の総合計画上の課題（全体像）」についての講義。課題の
要因分析シートに記入しながら講義を聞く。
類似の課題解決に向けた国内外の先進事例をいくつか調べてシートに記入して
くる。

第10回
6/22 実際のデータを調べる

各種データを検索し話し合う。また、データをふまえて課題解決のアイデアを
出しているモデルや事例を検索し話し合う。さらに調べたことをシートに記入
してくる。

第11回
6/29 地域の課題について考える（３）

大手企業から地域課題を事業でどう解決しているかや企業の社会的貢献に関す
る講義。
類似の課題解決に向けた国内外の先進事例をいくつか調べてシートに記入して
くる。

第12回
7/6 地域の課題について考える（４）

地元の中小企業のDX化に取り組む事業所から地域課題を事業でどう解決してい
るかや企業の社会的貢献に関する講義。
類似の課題解決に向けた国内外の先進事例をいくつか調べてシートに記入して
くる。

第13回
7/13 地域の課題について考える（５）

やまぐちDX推進拠点Y-BASEから見た地域の諸課題についての講義。
類似の課題解決に向けた国内外の先進事例をいくつか調べてシートに記入して
くる。

第14回
7/20 グループワーク（１）

5人一組に分かれ、山口県の課題を一つ取り上げ、「課題の要因分析」
「類似の先行事例発見」「要因を解決に向けて動かす鍵となる点」に
ついてグループワークし、次回10分以内で報告できるよう自由にまと
める。

第15回
7/27 グループワーク（２）

まとめたことを1グループ10分以内で他のグループに発表する。教員か
らの講評。
・レポート執筆の要点について再確認する。

＊内容などについて変更される場合があります。


